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村
及
び
徳
島
県
の
山
城
町
、
吉

岡
郡
本
山
町
に
接
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
八
年
町
村
合
併
促
進
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
五
八
号
）
が
施
行
さ
れ
る
に
及
び
当
地
方
に
も
合
併
促
進
の
気
運
起

り
、
当
時
の
東
豊
永
村
長
高
木
定
盛
、
西
豊
永
村
長
豊
永
利
男
、
大
杉
村
長
秋
山
重
実
、
天
坪
村
長
北
村
晴
喜
氏
等
が
中
心
と
な
っ
て
こ

れ
を
推
進
、
幾
多
の
曲
折
を
経
て
昭
和
三
十
年
三
月
三
十
一
日
大
豊
村
が
発
足
し
た
。

新
し
く
発
足
し
た
大
豊
村
は
右
の
四
ケ
村
が
合
体
合
併
を
行
っ
た
も
の
で
、
面
積
三
五
九
平
方
粁
、
人
口
一
三
、
五
七
五
人
（
昭
和
二

十
五
年
十
月
一
日
国
勢
調
査
人
口
）
で
県
下
町
村
中
最
大
の
規
模
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

同
年
四
月
初
代
村
長
に
三
谷
泉
水
氏
当
選
、
つ
づ
い
て
五
月
村
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
二
十
八
名
の
議
席
が
決
定
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
旧
天
坪
村
南
部
五
部
落
（
穴
内
、
樫
谷
、
繁
藤
、
北
滝
本
及
び
河
の
川
、
面
積
三
十
九
平
方
粁
、
人
口
一
、
六
六
四
人
）

本
町
は
高
知
県
の
東
北
端
四
国
山
脈
の
中
央
に
位
し
、
北
緯
三
十
三
度
五
十
六
分
、
東
経
百
三
十
三
度
三
十
七
分
、
北
は
愛
媛
県
新
宮

及
び
臨
島
県
の
山
城
町
、
東
は
西
祖
谷
山
村
、
東
祖
谷
山
村
に
接
し
、
南
は
香
美
郡
物
部
村
、
香
北
町
及
び
土
佐
山
田
町
に
、
西
は
長

高
知
県
に
五
十
三
の
市
町
村
が
あ
る
が
、
一
町
で
四
国
の
二
県
に
接
し
て
い
る
の
は
本
町
の
み
で
あ
る
。

二
大
豊
町
の
発
足

一
位
置
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本
町
は
四
国
山
脈
を
脊
柱
と
し
て
逆
三
角
形
に
南
方
へ
突
出
し
た
形
を
つ
く
り
、
吉
野
川
並
に
そ
の
支
流
穴
内
川
、
南
小
川
、
立
川
等

に
沿
う
て
餐
立
す
る
山
岳
地
帯
で
あ
る
。
勿
論
平
地
は
殆
ん
ど
な
く
、
部
落
は
主
と
し
て
標
高
二
○
○
米
’
七
○
○
米
の
急
傾
斜
地
帯
に

散
在
、
耕
地
は
所
謂
棚
田
、
傾
斜
畑
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
平
均
し
て
三
○
○
米
乃
至
一
、
○
○
○
米
の
通
耕
を
要
す
る
。

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
町
制
を
施
行
、
高
知
県
下
で
二
十
五
番
目
の
町
と
し
て
発
足
、
人
口
一
二
、
五
六
九
人
（
同
年
四
月
一
日
現

在
）
面
積
三
二
○
平
方
粁
で
あ
る
。
南
部
五
部
落
の
分
村
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
県
下
で
は
中
村
市
（
面
積
三
八
七
・
八
九
平
方
粁
）
に

つ
ぐ
面
積
を
有
し
て
い
る
。

は
大
豊
村
合
併
以
前
に
お
い
て
旧
天
坪
村
よ
り
分
離
土
佐
山
田
町
に
合
併
を
希
望
し
て
い
た
。
大
豊
村
発
足
以
来
町
執
行
部
、
議
会
、
住

民
を
あ
げ
て
の
説
得
も
そ
の
甲
斐
な
く
、
ま
た
一
方
大
豊
村
合
併
後
分
村
を
認
め
る
と
い
う
当
時
の
県
の
指
導
も
あ
っ
て
住
民
投
票
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
は
絶
対
多
数
を
も
っ
て
分
村
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

余
談
で
は
あ
る
が
、
住
民
投
票
は
昭
和
三
十
一
年
二
月
十
日
繁
藤
小
学
校
で
行
わ
れ
、
万
一
を
配
慮
し
た
警
察
官
七
十
余
名
の
警
戒
、

新
聞
記
者
十
数
名
も
つ
め
か
け
る
と
い
う
緊
張
裡
に
行
わ
れ
た
が
、
偶
々
翌
十
一
日
は
旧
紀
元
節
で
あ
り
、
こ
れ
を
準
備
中
の
地
元
父

兄
、
学
校
側
の
状
況
が
新
聞
記
者
に
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
る
所
と
な
り
、
一
躍
紀
元
節
校
長
溝
淵
忠
広
氏
の
名
が
全
国
に
喧
伝
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
も
な
っ
た
。三

地
勢
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四
国
の
屋
根
で
あ
る
石
槌
山
系
の
東
走
す
る
も
の
は
石
槌
山
（
一
、
九
八
一
）
を
は
じ
め
と
し
、
伊
吹
山
（
一
、
五
一
西
）
、
瓶
ヶ
森

山
（
一
、
八
一
西
）
、
東
黒
森
山
（
一
、
七
三
六
）
、
伊
予
富
士
（
一
、
七
五
六
）
、
笹
ヶ
峰
（
一
、
一
六
○
）
、
平
家
平
（
一
、
六
三
三
）
、

三
森
山
（
一
、
四
三
○
）
、
大
座
礼
山
（
一
、
五
八
八
）
、
玉
取
山
（
一
、
三
三
）
、
大
森
山
（
一
、
四
一
六
）
、
左
々
連
尾
山
（
一
、
四

○
五
）
を
経
て
前
掲
カ
ガ
マ
シ
山
に
接
続
し
て
阿
讃
山
脈
に
東
走
し
、
四
国
山
脈
の
主
軸
を
な
し
、
扉
風
の
如
く
聾
立
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
四
国
山
系
の
主
軸
を
な
す
山
岳
は
結
晶
片
岩
よ
り
成
り
、
北
辺
の
諸
列
は
最
も
高
峻
で
あ
る
。
其
の
南
側
に
並
走
す
る
古
生
層

の
山
岳
こ
れ
に
つ
ぐ
。
主
脈
別
子
の
西
南
に
堀
起
す
る
笹
ヶ
峰
（
一
、
八
六
○
）
を
最
高
点
と
す
る
銅
山
川
の
南
に
連
な
る
の
は
笹
ヶ
峰

山
脈
で
も
一
、
○
一
五
米
を
こ
え
、
岩
層
中
に
大
小
の
銅
鉱
の
あ
る
の
と
相
ま
っ
て
資
源
的
に
も
重
要
な
山
脈
で
あ
る
。

四
国
山
系
東
部
の
地
塊
は
吉
野
川
横
谷
に
沿
う
た
土
佐
街
道
に
沿
い
、
そ
の
南
で
は
支
谷
穴
内
川
か
ら
山
田
野
地
を
経
て
物
部
川
口
に

達
す
る
屈
折
し
た
一
線
が
そ
の
西
界
を
な
し
、
吉
野
川
南
岸
を
東
走
す
る
古
生
層
地
帯
の
山
岳
で
は
杖
立
山
（
一
、
二
一
六
）
を
起
し
、

近
時
高
知
県
に
お
け
る
名
山
と
し
て
登
山
者
の
激
増
し
つ
つ
あ
る
梶
ヶ
森
（
一
、
四
○
○
）
に
接
続
し
、
支
谷
南
小
川
に
沿
い
東
走
し
て

土
阿
国
境
の
京
柱
峠
を
起
し
、
祖
谷
鉱
山
の
東
に
至
っ
て
天
狗
塚
（
一
、
八
一
三
）
、
三
嶺
（
一
、
八
九
四
）
の
高
峻
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
部
分
の
岩
層
は
秩
父
古
生
層
の
下
部
に
属
す
る
緑
色
千
枚
岩
を
も
含
承
、
結
晶
片
岩
と
の
区
別
に
困
難
な
る
も
の
が
あ
る
。
南
小

四
国
山
脈
の
起
点
と
も
い
う
べ
き
剣
山
脈
の
西
走
す
る
京
柱
峠
（
一
、
一
五
六
・
一
）
を
経
て
黒
滝
山
（
一
、
二
○
一
）
、
野
鹿
池
山

（
一
、
二
九
五
）
と
阿
波
、
土
佐
、
伊
予
三
ヶ
国
の
国
境
接
合
点
三
傍
示
山
（
一
、
一
五
八
）
を
経
、
更
に
橡
尾
山
（
一
、
三
三
）
、

カ
ガ
マ
シ
山
（
一
、
三
四
三
）
を
経
て
石
槌
山
脈
と
接
合
す
る
。
支
脈
に
工
石
山
（
一
、
五
一
六
）
、
八
丁
山
（
一
、
○
八
六
）
、
国
見
山

（
一
、

シ
山
（
一
、
三
四
一

○
八
九
）
が
あ
る
。

四
山
系
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大
豊
町
は
山
岳
に
囲
ま
れ
た
緑
地
帯
で
、
春
の
花
、
秋
の
紅
葉
と
四
季
と
り
ど
り
の
山
岳
美
を
も
つ
が
、
ま
た
千
古
よ
り
変
ら
ぬ
清
澄

鏡
の
如
き
吉
野
川
及
び
そ
の
支
谷
の
清
流
は
、
縦
横
に
流
れ
て
山
に
は
珍
ら
し
い
水
郷
で
も
あ
る
。

吉
野
川
は
吾
が
国
の
河
川
で
は
坂
東
太
郎
、
筑
紫
二
郎
に
次
ぎ
四
国
三
郎
と
称
せ
ら
れ
る
四
国
随
一
の
大
河
で
あ
る
。
そ
の
源
を
遠
く

石
槌
山
系
の
手
箱
山
（
一
、
八
○
七
）
、
瓶
ヶ
森
（
一
、
八
九
七
）
よ
り
発
し
て
土
佐
郡
本
川
村
境
で
高
知
県
に
入
り
、
四
国
山
脈
に
沿

い
大
川
村
、
土
佐
町
、
本
山
町
、
大
豊
町
を
東
流
し
、
徳
島
県
山
城
町
境
谷
に
て
徳
島
県
に
入
る
。
土
阿
国
境
に
進
む
に
従
い
突
如
と
し

て
北
折
し
、
四
国
脊
梁
山
脈
を
水
蝕
し
て
突
破
し
、
延
長
三
○
粁
に
亘
る
大
歩
危
、
小
歩
危
の
大
峡
谷
を
穿
ち
、
池
田
町
に
お
い
て
阿
讃

川
に
よ
っ
て
東
土
居
の
河
原
に
洪
積
さ
れ
て
い
る
緑
色
千
枚
岩
の
川
石
が
こ
れ
を
実
証
し
て
い
る
。

吾
が
大
豊
町
は
是
等
石
槌
、
剣
両
山
系
の
交
錯
、
隆
起
す
る
峻
嶺
に
囲
綾
さ
れ
た
四
国
中
央
の
山
の
町
と
い
え
よ
う
。

こ
の
間
高
知
県
に
お
い
て
は
本
川
村
で
大
森
川
、
大
川
村
で
大
北
川
、
瀬
戸
川
、
本
山
町
に
て
下
川
、
汗
見
川
、
森
川
、
伊
勢
川
、
樫

川
、
木
能
津
川
、
行
川
、
大
豊
町
に
入
っ
て
立
川
、
尾
生
川
、
穴
内
川
、
奥
大
田
川
、
舟
戸
川
、
黒
石
川
、
南
小
川
、
三
谷
川
そ
の
他
の

小
谷
を
併
せ
、
更
に
徳
島
県
に
入
っ
て
は
境
谷
川
、
伊
予
川
、
日
開
谷
川
、
祖
谷
川
、
漆
川
、
馬
路
川
、
松
尾
川
、
貞
光
川
、
穴
吹
川
、

鮎
食
川
等
大
小
一
七
七
の
支
流
を
集
め
て
、
腕
々
一
九
四
粁
の
大
流
と
な
り
、
其
の
中
流
以
下
に
亘
っ
て
は
三
、
七
○
○
平
方
粁
の
広
大

な
る
扇
状
の
大
沖
積
吉
野
平
野
を
開
析
し
て
い
る
。

し
か
も
こ
の
流
域
は
四
国
中
央
を
縦
走
す
る
結
晶
片
岩
帯
の
崩
壊
に
よ
る
土
壌
を
堆
積
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
地
味
肥
沃
で
全
国
稀

有
の
沃
地
と
知
ら
れ
、
遠
く
神
代
の
時
代
よ
り
粟
、
麻
等
を
栽
培
し
た
こ
と
が
歴
史
に
明
ら
か
で
あ
る
。

山
脈
に
沿
い
東
流
す
る
。

五
水
系
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皆
壌
質
傑
士
で
あ
る
。

１
秩
父
古
生
層
下
部
（
秩
父
累
帯
）

吉
野
川
の
南
岸
旧
田
井
村
よ
り
伊
勢
川
嶺
を
越
え
て
、
高
知
に
通
ず
る
山
路
は
古
生
層
を
貫
ぬ
き
、
北
部
に
石
墨
千
枚
岩
、
東
々
北
よ

り
西
を
南
に
走
り
南
に
斜
下
し
、
結
晶
片
岩
中
の
石
墨
千
枚
岩
は
西
々
北
の
走
向
を
示
し
て
北
に
傾
ぎ
、
こ
の
両
者
の
間
に
不
整
合
を
示

古
生
層
は
吉
野
川
の
支
流
で
あ
る
穴
内
川
、
南
小
川
上
中
流
の
流
域
を
包
含
し
た
一
帯
で
香
美
郡
と
の
境
界
線
を
は
さ
ん
で
帯
状
に
西

南
西
に
連
な
り
、
そ
の
南
北
の
幅
は
国
道
三
十
二
号
線
に
沿
い
、
旧
久
礼
田
村
才
谷
、
天
行
寺
附
近
よ
り
大
杉
に
至
る
間
で
あ
る
。
本
岩
層
は

結
晶
片
岩
の
南
に
位
し
関
東
山
系
の
大
部
分
を
構
成
す
る
秩
父
系
に
属
し
、
層
位
に
よ
り
こ
れ
を
上
中
下
の
三
つ
に
分
け
る
。
本
岩
層
の

分
布
せ
る
範
囲
は
旧
東
豊
永
村
、
旧
天
坪
村
、
旧
上
倉
村
の
殆
ん
ど
全
部
と
旧
田
井
村
、
本
山
町
、
旧
大
杉
村
の
南
部
を
包
含
し
て
い
る
。

土
性
は
穴
内
川
上
流
地
方
、
旧
上
倉
村
旧
天
坪
村
の
穴
内
附
近
ま
で
は
喋
質
埴
土
を
な
し
、
中
流
一
帯
は
埴
質
傑
士
で
南
小
川
一
帯
は

本
郡
内
に
お
い
て
最
も
古
き
年
代
の
岩
層
で
吉
野
川
流
域
以
北
の
旧
吉
野
村
、
田
井
村
、
本
山
町
の
北
半
分
、
旧
大
杉
村
、
西
豊
永
村

の
過
半
及
び
旧
東
豊
永
村
の
北
部
を
占
め
る
。
旧
東
豊
永
村
附
近
は
石
墨
千
枚
岩
と
し
て
現
わ
れ
、
旧
吉
野
村
桑
の
川
附
近
は
溜
閃
岩
及

び
蛇
紋
岩
と
し
て
現
わ
れ
、
こ
れ
よ
り
吉
野
川
に
達
す
る
区
間
に
は
紅
簾
片
岩
が
現
わ
れ
て
い
る
。
本
岩
層
の
主
な
る
耕
地
は
僅
か
に
吉

野
川
及
び
そ
の
支
流
た
る
汗
見
川
、
立
川
川
の
両
岸
地
帯
に
す
ぎ
ず
し
て
、
何
れ
も
傑
質
埴
土
か
ら
成
る
。

六
地
質

ロ
古
生
大
統
秩
父
古
生
層
（
御
荷
鉾
帯
）

日
長
岡
郡
太
古
大
統
結
晶
片
岩
（
三
波
川
帯
）
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す
一
条
の
石
灰
岩
が
は
さ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
次
い
で
一
条
の
緑
色
片
岩
状
の
輝
岩
が
あ
る
。
ま
た
杉
部
落
附
近
の
国
道
に
は
輝
岩
が

露
出
し
、
多
少
片
状
を
呈
す
る
も
の
や
堅
級
な
る
も
の
が
相
接
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
一
部
集
塊
岩
状
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
。

岩
質
は
角
閃
片
岩
に
類
似
し
、
級
密
乃
至
細
粒
状
で
灰
色
若
し
く
は
淡
緑
色
を
呈
し
、
時
に
暗
緑
色
の
緑
泥
質
物
は
竹
葉
状
を
な
し
て

混
入
し
、
そ
の
量
が
多
い
と
き
は
全
く
暗
緑
色
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

２
秩
父
古
生
層
（
上
中
部
）

秩
父
古
生
層
上
中
部
の
下
段
に
は
、
石
英
岩
が
存
在
し
て
い
る
。
旧
大
杉
村
の
国
道
に
沿
う
た
小
川
の
南
方
に
は
こ
の
露
出
が
あ
る
。

即
ち
緑
灰
色
及
び
紅
色
の
石
英
岩
が
急
峻
な
る
断
崖
を
つ
く
っ
て
い
る
。
是
れ
に
連
続
し
て
粘
板
岩
及
び
砂
岩
が
あ
る
。
ま
た
紅
色
及
び

緑
色
凝
灰
岩
が
、
こ
れ
に
つ
い
で
そ
の
南
方
に
現
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
て
こ
の
凝
灰
岩
は
更
に
西
方
で
あ
る
伊
勢
川
嶺
の
南
方
に
お
い
て
好
露
出
を
な
し
、
そ
れ
は
紅
色
か
つ
厚
板
状
に
分
離
さ
れ
た

性
質
と
な
っ
て
厚
層
を
呈
し
て
い
る
。

火
山
灰
質
土
壌
は
、
本
邦
第
四
紀
古
層
の
表
面
の
大
半
を
占
め
、
畑
地
と
し
て
利
用
し
得
る
台
地
及
び
丘
陵
地
の
二
分
の
一
乃
至
三
分

の
一
を
占
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
県
に
お
い
て
は
第
四
期
古
層
の
表
面
下
一
尺
乃
至
一
尺
五
寸
の
処
に
厚
さ
五
寸
乃
至
三
尺
の
層
を
な

し
、
容
水
量
大
、
甚
だ
し
く
軽
議
、
且
つ
粘
着
力
が
弱
い
。
土
層
を
強
く
踏
む
か
、
叩
け
ば
柔
ら
か
い
感
じ
の
音
を
発
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
音
士
又
は
オ
ン
ヂ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

音
士
は
乾
燥
す
る
と
粉
末
状
で
、
黄
褐
色
又
は
黄
白
色
を
呈
す
る
が
、
有
機
物
を
含
ん
で
黒
色
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
。

白
火
山
灰
質
土
壌
（
音
土
叉
は
俗
に
音
地
）
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本
岩
層
の
土
壌
は
、
赤
黄
色
埴
土
の
も
の
が
多
く
、
中
に
岩
塊
及
び
操
を
混
入
す
る
も
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
所
謂
操
質
埴
土
を
な

す
。
表
土
の
深
さ
三
尺
乃
至
六
尺
で
本
岩
石
に
達
す
る
。

結
晶
片
岩
は
九
州
の
東
端
よ
り
起
り
、
四
国
の
中
央
部
を
経
て
、
紀
伊
半
島
に
連
な
る
が
、
四
国
に
お
い
て
最
も
大
き
く
露
出
す
る
。

本
県
に
お
い
て
は
吾
川
、
土
佐
、
長
岡
三
郡
の
北
部
を
占
め
、
吉
野
川
の
水
源
地
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
地
勢
峻
険
に
し
て
、
河
流
の
沿
岸
は
断
崖
絶
壁
を
な
し
、
平
地
は
主
に
山
腹
に
存
在
す
る
も
狭
小
で
あ
る
。

殆
ん
ど
が
傾
斜
地
で
、
山
地
に
属
す
る
た
め
耕
地
面
積
は
僅
少
で
あ
る
。

大
豊
町
の
骨
格
を
構
成
す
る
地
質
は
、
本
邦
の
地
質
構
成
上
、
最
古
の
変
成
岩
に
よ
る
大
古
大
統
に
属
す
る
結
晶
片
岩
が
そ
の
大
部
分
を

占
め
る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
そ
の
南
縁
に
、
水
成
岩
に
よ
る
古
生
大
統
に
属
す
る
秩
父
古
生
層
が
一
部
分
を
成
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

１
結
晶
片
岩
層

埴
土
中
に
含
ま
れ
る
石
操
含
量
が
適
度
で
あ
る
こ
と
、
表
土
層
が
容
水
量
大
な
る
こ
と
、
下
層
土
が
大
気
及
び
水
分
の
透
通
が
良
好
な

る
こ
と
に
よ
り
、
植
林
、
猪
、
三
種
、
桑
の
如
き
深
根
作
物
の
栽
培
に
最
も
適
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

イ
区
域

西
峰
、
大
平
、
大
滝
、
大
砂
子
、
下
桃
原
、
寺
内
、
奥
大
田
、
立
川
、
和
田

口
土
性

ハ
理
化
学
的
性
状

国
地
質
及
び
土
性

画
大
豊
町
内
に
お
け
る
音
士
分
布



第1章大豊町のあらまし9

古
生
層
は
結
晶
片
岩
地
帯
の
南
辺
を
な
し
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
西
々
南
よ
り
東
を
北
に
延
び
、
高
岡
、
吾
川
、
土
佐
、
長
岡
、
香
美

各
郡
の
中
央
部
大
半
が
こ
れ
に
属
す
る
。
本
岩
層
露
出
区
域
は
、
広
大
な
面
積
を
有
し
な
が
ら
、
地
形
急
峻
の
た
め
耕
地
面
積
の
割
合
い

は
僅
少
で
あ
る
。

曹
達
○
・
○
二
％

結
晶
片
岩
層
は
、
一
般
に
地
形
峻
険
な
る
た
め
、
耕
地
の
如
き
も
、
多
く
は
山
腹
急
傾
斜
地
の
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
山
地
に

は
植
林
、
三
種
等
を
栽
培
し
、
畑
地
に
は
緒
、
桑
、
大
麻
、
麦
、
キ
ビ
類
、
粟
、
稗
、
大
豆
、
小
豆
、
甘
藷
等
を
栽
培
す
る
。
稲
作
は
渓

流
沿
岸
等
、
水
利
の
便
あ
る
平
坦
地
に
行
わ
れ
る
が
、
窒
素
及
び
加
里
の
施
用
を
特
に
必
要
と
す
る
。

２
古
生
層

本
町
葛
原
土
壌
の
拘
機
酸
可
溶
成
分
を
分
析
し
た
結
果
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

水
分
四
・
五
七
％

イ
区
域

口
土
性

土
性
は
喋
質
埴
土
、

珪
酸
○
・
○
四
六
％

石
灰
○
・
○
九
七
％

加
里
○
・
○
五
○
％

鉄
磐
○
・
三
二
七
％
（
酸
化
鉄
禁
土
）

苦
土
○
・
○
四
九
％

燐
酸
○
・
○
一
七
％

満
俺
痕
跡

埴
質
喋
土
、
壌
質
傑
士
等
で
何
れ
も
岩
片
を
混
合
し
て
牒
質
壌
士
を
構
成
し
て
い
る
。
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古
生
層
地
は
一
般
に
高
峻
で
耕
地
少
な
く
、
気
候
は
海
岸
地
の
如
く
温
暖
で
な
い
。
従
っ
て
多
く
栽
培
さ
れ
て
来
た
も
の
は
三
櫛
、

猪
、
麦
、
桑
、
煙
草
、
甘
藷
、
黍
雑
穀
を
主
と
し
、
三
種
の
如
き
は
古
生
層
一
帯
に
栽
培
せ
ら
れ
、
品
質
も
良
好
で
あ
る
。
本
町
柚
の
木

地
区
一
帯
は
殆
ん
ど
壌
質
砂
土
に
属
し
、
所
謂
沃
土
で
は
な
い
が
理
学
的
に
煙
草
の
最
適
地
で
あ
る
。

ノ
男
１
飴
『
白
ｔ
４

本
土
壌
は
赤
黄
色
を
帯
び
腐
植
質
含
量
が
少
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
窒
素
含
量
は
割
合
に
多
い
。
燐
酸
、
加
里
は
中
庸
で
、
苦
土
石

灰
は
何
れ
も
多
く
、
窒
素
及
び
燐
酸
の
吸
収
力
は
強
大
で
あ
る
。
本
町
柚
木
に
お
け
る
、
土
壌
の
杓
椴
酸
溶
解
成
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
弱
酸
可
溶
性
の
石
灰
は
、
比
較
的
に
他
の
成
分
よ
り
も
多
量
に
溶
解
さ
れ
、
一
方
苦
土
、
加
里
は
そ
の
度
が
僅
少
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

表
土
の
深
さ
は
六
尺
以
上
に
及
ぶ
こ
と
が
多
く
、
畑
地
が
利
用
の
大
部
を
占
め
る
。

、
目
上
偽
一
勺
に
脂

一
一
生
産
力

畦
酸
○
・
○
一
九
％

加
里
○
・
○
○
四
％

石
灰
○
・
二
五
三
％

酸
化
鉄
馨
士
○
・
四

曹
達
○
・
○
二
八
％

燐
酸
○
・
○
二
八
六

硫
酸
○
・
○
一
八
％

酸
化
鉄
マ
ン
ガ
ン
○
・
○
八
三
％

苦
土
○
・
○
九
六
％

水
分
六
・
一
七
％

理
化
学
的
性
状

○
・
○
二
八
六
％

○
・
四
八
一
％
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大
豊
町
立
川
、
中
村
大
王
か
ら
徳
島
県
東
西
祖
谷
山
村
、
山
城
町
へ
か
け
て
、
占
来
地
す
べ
り
地
帯
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名
で
あ
る
。

近
年
は
更
に
山
林
濫
伐
、
国
県
町
道
、
林
道
等
の
開
発
に
伴
い
、
地
這
り
が
狐
発
し
て
い
る
。
土
讃
線
沿
線
だ
け
で
も
、
岩
原
、
穴

内
、
大
志
呂
地
す
べ
り
、
ま
た
最
近
で
は
繁
藤
災
害
等
尊
い
人
命
が
多
数
失
わ
れ
て
い
る
。

七

大
豊
町
の
地
す
べ
り

地iこりの象徴大杉の岩海

郎
氏
は
い
う
。

地
造
り
の
原
因
に
つ
い
て
色
々
あ
る
が
、
地
質
だ
け
を
み
て
も
弱
化
し
易
い
所
と
そ
う
で

な
い
所
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
吉
野
川
の
支
流
南
小
川
の
両
岸
を
比
較
し
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
地
域
に
は
右
岸
に
も
左
岸
に
も
多
数
の
旧
い
山
崩
れ
が
あ
り
、
そ
の
崩
土
の
堆
積

地
と
り
は
相
当
昔
か
ら
起
り
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
妓
近
昭
和
二
十
年
九
月

の
台
風
時
の
如
き
は
、
各
所
一
斉
に
地
、
迫
り
の
徴
候
を
示
し
た
。

こ
の
時
の
降
雨
量
は
大
豊
町
の
場
合
、
そ
れ
程
驚
く
に
は
足
り
な
い
二
○
○
ミ
リ
程
度
の

も
の
で
あ
っ
た
が
、
至
る
処
大
小
の
地
と
り
が
狐
発
し
た
の
で
あ
る
。
理
学
博
士
小
村
慶
三

し
た
緩
斜
↓
伽
に
蝶
落
が
の
っ
て
い
る
。

処
が
右
岸
は
大
体
黒
色
片
岩
の
地
晒
か
ら
成
り
、
こ
の
地
層
自
体
も
地
造
り
を
生
じ
易
い

の
で
あ
る
が
、
左
岸
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
安
定
し
て
い
る
。

左
岸
は
御
荷
鉾
層
と
い
う
岩
隅
か
ら
成
り
変
動
地
が
多
い
。
特
に
著
し
い
の
は
西
川
、
西
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本
町
は
平
野
部
と
異
な
り
、
山
岳
地
帯
で
あ
る
た
め
、
河
川
の
上
下
、
河
岸
と
山
腹
、
地
勢
と
方
位
に
よ
り
、
気
象
に
著
し
い
差
異
が
あ

る
。
ま
た
山
岳
に
よ
っ
て
囲
綾
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
風
当
り
は
平
地
よ
り
緩
や
か
で
あ
る
。
北
と
南
か
ら
来
る
季
節
風
に
対
し
て
は
、
南
北

に
隆
起
す
る
四
国
山
脈
に
よ
っ
て
遮
ぎ
ら
れ
る
た
め
、
吉
野
川
に
沿
う
て
流
れ
、
こ
の
た
め
四
季
を
通
じ
て
西
北
及
び
東
北
風
が
多
い
。

ま
た
夏
、
秋
の
時
節
に
は
、
台
風
が
襲
来
す
る
が
山
脈
や
地
勢
の
関
係
で
、
風
当
り
に
強
弱
が
あ
る
。
主
と
し
て
中
心
が
南
方
よ
り
九

州
に
向
か
い
、
そ
の
為
高
知
県
は
中
心
通
路
と
な
る
。
従
っ
て
風
水
害
、
地
、
這
り
の
災
害
が
多
い
。

太
平
洋
の
暖
流
は
高
知
県
の
沿
岸
近
く
を
北
流
す
る
た
め
、
県
と
し
て
全
国
的
に
も
気
温
が
高
く
、
南
国
土
佐
と
称
せ
ら
れ
る
。
し
か

し
温
暖
に
し
て
湿
潤
な
水
蒸
気
を
含
む
気
流
は
、
四
国
山
脈
の
斜
面
に
妨
げ
ら
れ
、
冷
却
さ
れ
て
多
量
の
雨
を
降
ら
せ
る
。
特
に
嶺
北
地

帯
は
県
下
で
も
多
雨
地
帯
で
、
高
知
市
附
近
の
年
間
雨
量
二
、
○
○
○
ミ
リ
に
対
し
、
大
豊
町
は
二
、
二
○
○
乃
至
三
、
○
○
○
ミ
リ
に

峰
蔭
の
地
す
べ
り
で
、
何
れ
も
か
な
り
広
大
な
範
囲
に
亘
っ
て
い
る
。
こ
れ
程
の
大
き
さ
に
な
る
と
そ
の
動
き
を
止
め
る
の
は
並
大
て
い

の
こ
と
で
は
な
い
。
西
川
、
蔭
部
落
共
に
南
小
川
の
河
岸
が
崩
れ
て
い
る
が
、
移
動
の
原
因
は
は
る
か
遠
い
山
手
に
あ
る
。
従
っ
て
山
手

を
放
置
し
て
、
沿
岸
部
だ
け
押
え
て
も
、
効
果
は
少
な
い
。
南
小
川
の
左
岸
に
地
造
り
の
多
い
の
は
、
一
言
で
云
え
ば
御
荷
鉾
の
岩
層
は

軟
弱
で
崩
れ
易
く
崩
土
に
粘
着
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
四
国
山
脈
よ
り
）

お
お
ず
え

西
川
に
大
崩
と
い
う
処
が
あ
る
。
そ
の
附
近
に
は
今
尚
古
木
の
根
株
を
掘
り
出
す
こ
と
が
あ
る
。
往
古
の
大
地
造
り
の
跡
で
あ
ろ
う
。

ま
た
東
土
居
へ
扇
状
地
を
作
っ
た
大
崩
壊
は
、
天
神
谷
を
堰
き
と
め
た
水
が
東
土
居
の
氏
神
を
超
し
て
流
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
境
内

に
水
成
岩
の
円
石
が
あ
る
。

八

気
象



第1章大豊町のあらまし15

達
し
、
吉
野
川
を
は
じ
め
と
し
て
、
河
川
の
は
ん
濫
と
地
、
返
り
の
頻
発
を
促
が
し
て
い
る
。

尚
東
豊
永
観
測
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

最
早
降
霜
日
昭
和
十
七
年
十
月
二
十
六
日

最
遅
降
霜
日
昭
和
十
九
年
十
一
月
十
八
日

初
雪
（
最
早
降
雪
日
）
大
正
十
四
年
十
一
月
九
日

″
（
最
遅
降
雪
日
）
大
正
十
一
年
一
月
十
五
日

最
高
降
雨
量
昭
和
十
年
三
、
○
九
四
ミ
リ

最
低
降
雨
量
昭
和
九
年
一
、
六
三
六
ミ
リ

平
均
気
温
最
低
昭
和
六
年
十
五
・
八
度

平
均
気
温
最
高
昭
和
十
二
年
十
七
・
○
度
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